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10月 4日(金)の予定 

雑誌評論、米山特集 

10月 11日(金)の予定 

ガバナー公式訪問 

ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ ＥＡＳＴ 

ＲＯＴＡＲＹ ＣＬＵＢ 

委員長/土屋久 副委員長/舘島豪 

委員/百瀬敏男 小林正樹 

太田隆治 眞峯透 
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会長／飯嶌司 幹事／小林あや 

 
事務所／松本市深志 1-1-21 中田歯科ビル 5F 

TEL:0263-36-7737 FAX:0263-36-6009 

例会場/ホテルブエナビスタ 例会日/金曜日 12:30

～ 

【ガバナー補佐事前訪問記念例会】 

            ホテル・ブエナビスタ 

司 会         百瀬敏男会場監督委員 

点鐘 12:30   中信第一グループ 柴田ガバナー補佐 

国歌「君が代」「奉仕の理想」 斉唱 

ゲスト：中信第一グループガバナー補佐 柴田博康君 

ビジター：ガバナー補佐幹事   征矢芳友君(松本城 RC) 

乾杯                飯嶌会長 

会長挨拶   飯嶌会長 

 9月 7日に開催された天満

敦子さんのヴァイオリンコン

サートに行ってきました。

佐々木会員が実行委員長を

務め、当クラブも協賛したこ

のコンサートは、天満さんの演奏を通じた素晴らしい文化イ

ベントでした。 

コンサート当日、天満さんが杖を持ち、ピアノ伴奏の狭間

由香さんに手を引かれながら舞台に登場された時、どうし

たのだろうと驚きました。演奏の合間のトークで、天満さん

は体調を崩し、物を持つことすら困難な状況になっていた

と話されました。2021年秋から体調が悪化し、赤ちゃんのよ

うにハイハイしかできなくなったそうです。頚椎の損傷が判

明し、2022年3月に手術を受けて、首を固定するために12

本の金属を挿入し、その後半年に及ぶリハビリを経て、よう

やく杖を使って歩けるようになったそうです。天満さんは首

を左右に動かせず、まっすぐ前しか見ることができない様

子でした。しかし、ヴァイオリンを手にすると、その演奏は圧

巻で、「望郷のバラード」や「五木の子守唄」、そしてラストの

「ジュピター」などの名曲が迫力をもって会場に響きました。

特に「五木の子守唄」は、アレンジが素晴らしくバッハの無

伴奏パルティータ「シャコンヌ」を聴いているような、まるで 2

台のヴァイオリンで演奏しているかのような深い音の重なり

が感じられる壮大な演奏でした。最後は四賀混声合唱団と

共演で締めくくられました。 

今回のコンサートは、単なる音楽の催しではなく、地域の

文化振興と芸術支援の一環として非常に意義深いもので

した。当クラブは協賛として協力していますが、このような支

援を通じて、私たちロータリークラブが地域の文化や芸術

を支えることの重要性を改めて考えさせられました。国際ロ

ータリーも、社会奉仕の事例として人々の生活の質を高め

るための文化活動の支援を奨励しています。今回、佐々木

会員が音楽を通じて目標としている地域づくりを少しだけ

理解できたと思います。皆様も次回はぜひ参加して、天満

敦子さんのヴァイオリンのすばらしさを体験し、この意義あ

る活動を実感していただきたいと思います。 

本日はガバナー補佐訪問です。中信第一グループガバ

ナー補佐柴田 博康様、どうぞよろしくお願いいたします。 

幹事報告             小林あや幹事 

１．１０月よりブエナビスタでの理事会等、会議で提供され

るコーヒー紅茶の料金が、物価上昇に伴い 545 円から

605円に値上げとなります。 

２．中信第一グループのＩＭ・会員セミナーが１１月１６日

（土）ホテルブエナビスタにて開催されます。ホストクラブ

は松本城ＲＣです。多数の皆様ご協力ご参加をお願い

申し上げます。 

３．例会変更については、引き続き現在どのクラブ

でもビジター受付は実施されていません。 

出席委員会報告          髙波委員長 

本 日 9月 13日 欠席 6名   出席率約 80.65％ 

ニコニコＢＯＸ報告           籾山委員長 

・お世話になります。柴田博康ガバナー補佐 

・柴田ガバナー補佐、征矢補佐幹事お忙しい中来訪いただき

ありがとうございます。本日はよろしくお願いします。飯嶌会長 

・柴田ガバナー補佐さん、ようこそ！百瀬敏男君 

・柴田ガバナー補佐、征矢補佐幹事ご来訪ありがとうご

ざいます。髙波君 

・RMF ロータリーアンメタルヘッドフェローシップよりピン

バッジが届き正式に入会が承認されました。小畑君 

・11日の市民タイムス一面で放光寺カルタの記事が出ま

した。ありがとうございます。越場君 

〔会員誕生〕北澤君 〔結婚記念〕小林正樹君、福田君 

〔皆出席〕福田君 〔前回欠席〕福田君、高木君、眞峯君 

〔何となく〕小笠原君 〔写真掲載〕村山君、籾山君、 

三澤君 
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☆☆☆ 本日のプログラム ☆☆☆ 

【柴田博康介ガバナー補佐ご挨拶】 

本年度ガバナー補佐を努

めます柴田です。松本城 RC

に所属し、職業分類は公認

会計士です。松本にＩターン

で移住し知り合いもほとんど

いない状況のなかで、松本

東ＲＣの故冨田八九郎先生からの勧誘で松本城 RC に

1995 年 4 月に入会しました。ロータリーではいろいろな出

会いがあり、良い人生経験をさせて頂いております。 

白鳥敬日瑚ガバナーは、ＲＩ会長方針等を受けて地区

標語、スローガン、地区重点行動計画、活動方針、地区

寄付目標を決定し発表されています。地区の抱えている

諸課題を鑑みて地区重点行動計画、活動指針が策定さ

ています。地区標語は「ロータリーは、あなたと私が出会う

ところ。そして、次の世代に何をわたせるか、共に考え行

動しましょう。」です。 

本年度の地区大会は、11 月９日（土）10 日（日）に佐久

RC がホストを務め、軽井沢プリンスホテルで開催されます。

ＩＭ・会員セミナーは、2024年 11月 16日（土）にホテルブ

エナビスタにて開催する予定です。さらに夢の実現プロジ

ェクトは、9月 25日（水）に白馬 RC主幹事として中信第一

グループ６クラブでの共催事業での開催予定です。是非

とも皆様の参加をお願い致します。皆様と共に、明るく楽

しく価値あるロータリーにするために、ガバナーと共にクラ

ブ並びに会員の親睦と奉仕活動のご支援をして参ります

のでよろしくお願い致します。 

≪柴田博康ガバナー補佐プロフィール紹介≫ 

2024～2025年度中信第一グループガバナー補佐 

◆松本城ロータリークラブ 職業分類（公認会計士） 

生年月日 １９５９年（昭和３４年） １２月１２日 

自宅住所  〒390-0867 松本市蟻ヶ崎台 18-11 

事業所・役職  柴田公認会計士事務所 所長  

〒390-0852 松本市島立 956-13 ℡ 0263（40）5122 

E-mail：shibata.cpa@tkcnf.or.jp 

ロータリー歴  1995年（平成７年）4月 4日入会 

2005-2006 クラブ幹事 2014-2015 クラブ会長        

2016-2017 ロータリー財団委員会財団資金管理会計

小委員会委員 2017～ロータリー財団監査委員会委員  

ポール・ハリス・フェロー 米山功労者   

【自己小伝】花村恵子会員 

私は 1967年に松本市・寿で

生まれ、高校卒業まで松本で、

その後東京で 30 年余りを過ご

し、故郷に戻ってきました。旭

町小、信大附属小・中学校時

代は学校に行ってもサッカーなど遊んでばかりいました。 

深志高校に入っても、授業をさぼり図書館などで過ごす。

黙って上高地に行き、雨で帰れなくなり、仕方なく家に電

話をした時には、親が衝撃を受けていました。 

高校教師だった父が大変厳しく反発もあり、家を出たい

一心で、大学から東京に出たのは本当に嬉しかったです。

でも勉強はせずサークルのスキーとバイトに明け暮れまし

た。百貨店などの催事場での売り子が一番楽しかったです。 

卒業後はテレビ朝日に入社し、23 年間報道一筋に。記

者を目指した原点は高校時代に見た中国残留孤児の肉

親捜しの報道でした。（YouTube で行っている活動報告で、

今年 8月は長野県からが一番多かった満蒙開拓団につい

て取り上げました）社会部や政治部の記者以外にもディレ

クターとして、薬害エイズ、阪神淡路大震災、在ペルー日

本大使公邸人質事件など、時間をかけて長期密着するド

キュメンタリーを手がけました。先日亡くなったフジモリ元大

統領にインタビューした際は、オーラがありました。 

23 年間の報道畑から一転、介護の仕事に転職し、老人

ホーム 3 か所で勤務。「足が棒」になる現場と、昨日まで元

気だった人が亡くなっていく現実、命を預かる仕事の重さ

を痛感しました。でも給料の安さに釈然としない思いと制度

の課題に矛盾を感じるなか、縁あって2020年の市長選挙、

そして 2023年の市議会議員選挙を経て現在に至っていま

す。介護福祉士、シニアライフカウンセラーの資格も活かし、

当事者や関係者の方の相談だけではなく、介護が遠い、

関係ないと思っている人にも関心を持ち、知ってもらう「介

護の敷居の低い社会」を目指したいと思っています。 

認知症の分岐点は 20 年前から始まると言われています。

50 歳の方は今の生活が 70 歳の自身に影響します。関係

する要素は食事、運動、睡眠、社会活動、日々の会話の

有無など様々です。 

今は、他の奉仕団体にも入っているほか、子ども食堂の

手伝いもしており、多世代をつなぐ役割も果たしていきたい

と思っています。ロータリーはじめ様々な活動を通じ、今の

立場とこれまでの経験を社会貢献に活かしていきたいと思

います。 

【点鐘 13：30】       柴田ガバナー補佐 

≪クラブ協議会≫ 


